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文責：校長 大内雅之

２学期スタート！！～充実した２学期に～
今日から２学期がスタートしました。例年に比べ短い夏休みにはなりましたが、

家庭での生活はいかがでしたでしょうか。短い夏休みとはいえ、学校と家では

やっぱり生活のリズムが全く違います。学校では、２学期スタートにあたり、

特に「生活のリズム」を戻すことに力を入れていきます。

どうぞご家庭においても、「起床時刻」「就寝時刻」「食事の時刻」等、

できるだけ一定にしていただき、子ども達ができるだけ早く学校生活を

送るリズムに乗れるようにご協力をお願いします。

本日、２学期の始業式を行いました。始業式も終業式と同じようにテレビ放送で行いました。

私の話は、まずは、終業式での約束「絶対に死なないこと」を守ってくれたことへの嬉しさから

始まりました。そして、「なぜ命は守らなくてはならないか」について話しました。本当は子ど

も達にじっくり考えてもらいたいところなのですが、テレビであり、決まった時間設定と言うこ

ともあり、私の考えを伝えました。

①命は１つしかなく、死んだら、やり直しやリプレイなどはできないこと

②生きていることで、たくさんの「出会い」を経験できること

③命はつながっているものであり、多くの先祖から受け継いでいるものであること、

を子ども達に伝えました。その他にも「生きる意味」はたくさ

ん考えられます。是非、家庭でも話題にしてもらえたら嬉しい

です。

さらには、みんなでがんばることとして、またかと思われそ

うですが、「＋α」について話しました。何かちょっ

とでも考えたり、行動したりしない限り、今の自分が変わるこ

とはないと思うのです。＋αの思い・行動こそ、

自分の未来をよりよいものに変えていく原動力

であることを話しました。小さ

い子たちにとっては、まだまだ

難しい話だったかもしれません

が、繰り返し伝え続けることで

心のどこかに残ってほしいとも

思っています。校長の話の後に

は、登校班ごとの話し合いも行

われました。（※始業式当日の

様子についてテレビユー福島（TUF）で取材を受けました。）
新型コロナウィルス感染症の拡大状況などまだまだ心配なところもありますが、学校は「子ど

もにとってどうすべきか」と子どもを考えの中心に置きながら、その都度その都度しっかり考え、

判断しながら学校運営を進めていきたいと思っています。保護者の皆様からのご意見・感想など

もお待ちしています。どうぞよろしくお願いします。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
切 り 取 り 線
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